


イラストを使って、妊婦さんや新米
お母さんに栄養の大切さや、感染症
予防などの大切さを伝える。

産科病棟には、赤ちゃんと出産し
たばかりの新米お母さんの健康を
守るための設備を整えている。

© Nuha Haider/MSF
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亡くなる母子の命を助けたい
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実はスタッフの８割！  M S Fの中心的存在 現地スタッフってどんなひとたち？
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親を失い、一家の稼ぎ頭に
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2 0 2 3年 8月号

マティアン（助産師）
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ザイナブ（健康教育担当）

産科病棟のチームメンバーと働くマティアン（左）。

© MSF

© MSF

※出典：外務省 ※出典：外務省

マティアンが暮らす
南スーダンってどんな国？

ザイナブが暮らす
イエメンってどんな国？

2011年にアフリカ・スーダンから
独立した世界一新しい国。MSFは
2013年からの紛争で各地に避難する
人びとなどに医療を届けている。
人口・国土●約1100万人・64万㎢※

宗教●キリスト教、イスラム教など※

言語●英語、アラビア語など※

主要産業●原油、農業、林業など※

中東アラビア半島の国。2015年３月
から内戦が激化。病院は破壊され、
深刻な食料危機が起き、人口の７割が
援助を必要としている。
人口・国土●約2900万人・55.5万㎢※

宗教●イスラム教※

言語●アラビア語※

主要産業●石油・天然ガス・農漁業※
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MSFの活動地では、紛争な
どで収入を得られる稼ぎ手
が少ない。そのため、現地
スタッフが休暇などで故郷
に帰る時には、仕事で得た
お金をたくさん持ち帰り、
家族や親戚に渡す人もいる
んだよ。親族思いの彼らが

仕事に戻って来た時、財布
はすっからかん！　内戦な
どで失業者が多いイエメン
のような国では、MSFの活
動が現地の人びとの仕事を
たくさん生み出し、厳しい
暮らしをしている家族を助
けている面もあるんだ。
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厳しい環境の中でも、マテ
ィアンのようにスキルを磨
いて仕事のレベルアップを
するスタッフが増えている。
海外派遣スタッフにいろい
ろ教わったり、研修に挑戦
したりする人も多いんだ。
頼もしいことに、英語や専

門技術の勉強を重ね、自分
の国を飛び出して活動する、
海外派遣スタッフに名乗り
を上げる人もいる。厳しい
選考を通過して海外で働き
始めた人が2021年には167

人もいるよ。これからも応
援していきたいね。
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患者さんと、海外から派遣されるスタッフとの“懸

け橋”となって働く現地スタッフは一体どんな仕事

をしているのか、紹介していくよ。医師や看護師、

助産師などの医療系の仕事以外に、海外派遣スタ

ッフが寝泊まりする宿舎のコックや清掃担当、運

転手、警備員や通訳など、彼らが担う仕事は実に

さまざま。現地の言葉・文化や紛争状況に詳しいか

らこそできる仕事がたくさんあるんだ。
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国境なき医師団ウェブサイト www.msf.or.jp
※2023年６月の情報を基にしています。
最新の情報は国境なき医師団ウェブサイトをご覧ください。
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発行元　特定非営利活動法人　国境なき医師団日本
〒162-0045　東京都新宿区馬場下町 1-1 FORECAST早稲田FIRST 3階

2023年
8月号

ニュース
レター

平日10 : 00～17 : 00／担当：荻野、今尾

遺贈に関するご相談・お問い合わせ

TEL 03-5286-6430 担当者
直通

平日9 : 00～18 : 00／土日祝日、年末年始休業
※ご住所など、ご登録の情報についての変更や、「毎月の寄付」の変更は
上記までご連絡いただくか、マイページでお手続きください。

寄付・ご登録情報に関するお問い合わせ

TEL 0120-999-199 通話料無料

日本から派遣されたスタッフたちは、活動地で必ず、
現地スタッフと一緒に働きます。
命を守る現場で共に奮闘した仲間との、
忘れられない思い出とは？

20年ぶりに札幌でのイベントを開催！
エンドレスジャーニー展・札幌

全国各地で街頭キャンペーン実施中！

昨年から全国行脚中の、世界の難民・移民の現状を伝える企画
展。８月30日（水）～９月３日（日）は、札幌市で開催します！　

関東、関西、九州の街頭や商業施設などで、
支援の輪を広げる街頭キャンペーンを実
施しています。皆さまの温かい応援がス
タッフの励みになっています。

テント式病院や援助活動を支える四輪駆動車、現地
のトイレも再現。札幌の皆さまにお会いできること
を楽しみにしています。

MSF連絡帳

レバノン 1
パレスチナ 4

キリバス 3

イラク3

アフガニスタン 6
パキスタン 2
インド1
バングラデシュ1

イエメン 3
エチオピア 1
スーダン 7
ケニア 2
ウガンダ 1
マラウイ1

ニジェール 1
シエラレオネ 4
リベリア 1
チャド2

中央アフリカ共和国 2
コンゴ民主共和国 1

南スーダン 4 タンザニア 1

ベラルーシ 1
ウクライナ 5

日本からのスタッフ派遣状況
24の国と地域58人（2023年 6月13日現在）

スマートフォンから
マイページ参照は

スマートフォンから

あんなこと、こんなこと。

スマートフォンから

現 地 スタッフとの

宮家（右端）、ギュスターブ（右から４人目）と健康教
育チームのメンバー。

「あなたとの仕事で成長できた」
部下が伝えてくれたうれしい言葉

コンゴ民主共和国での私のチームの仕事は、
健康を守るための知識を住民に伝えること。
このとき部下のギュスターブが、MSFや地
域で働く大勢のスタッフをまとめる役に挑戦
してくれました。簡単ではありませんが、前
向きに取り組み、「この仕事で、自分に足り
ない知識を身につけることができた。サチ
コ、ありがとう」という言葉まで掛けてくれ
ました。成長を望む彼の想いに応えることが
でき、私もうれしく感じました。

宮
みや
家
け
佐
さ
知
ち
子
こ
（健康教育担当）

苦労を共にした相棒から
教わった、本当の「幸せ」

初めてMSFに参加し、派遣された南スーダ
ンで出会ったのは、同じくMSFで働き始め
たばかりのジョセフ。「MSF初心者」の二人
で力を合わせて苦労を乗り越えるうちに、自
然と絆が深まりました。日本に帰国する前日
は二人で「幸せ」について語り合いました。紛
争で恋人と離れ離れになり、連絡が取れな
くなったというジョセフから教わったのは、
「家族や友人など身近な人から大切に」。僕
の人生の指針です。

「最高の相棒」のジョセフと篠村。一緒にMSFの活
動で使う医薬品の管理を担当した。

篠
しの
村
むら
英
ひで
明
あき
（薬剤師）

内戦下の活動を支えてくれたのは
宿舎スタッフの温かいもてなし

2019年、2020年にイエメンの宿舎で私を
迎えてくれたのは、コックのタビットと清掃
担当のアミーナ。毎日のおいしいごはんや、
きれいに清掃された部屋で眠れたことで、
活力が湧きました。実は食事は、心の健康
を保つだけでなくイエメンの食文化を知る
上でも大切で、おかげで患者さんとの会話
もはずみました。内戦下で気の抜けない毎
日でしたが、最後まで走り抜くことができた
のは、二人の温かい歓迎とサポートのおかげ

◀腕をふるって、さまざまな国
出身のスタッフに合うごはん
を作ってくれたタビット（右）。

倉
くら
之
の
段
だん
千
ち
恵
え
（手術室看護師）

© MSF
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私しんぞーがご案内した今号の内容はいかがでしたか？
ぜひアンケートで皆さまの感想を聞かせてください。
締め切りは2023年 9月29日（金）です。

今号の感想を
教えてください

スマートフォンから

© MSF

です。本当にありがとう！

新・遺贈コラム
スタート！


